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  １．はじめに 

   平成17年度3月に終了した田園生態工学全国EAGでは、平成１２年度６月の土地改良法の改正

を受けて、整備事業時の農村生態系への配慮について、5年間にわたる試行錯誤を全国的に進め、

現状の農村生態系保全や再生事業の基礎固めを目的とした。しかしながら、本事業の事後評価

は科学的に十分に行われたとは言い難い。とくに、全国EAG会議のメンバーは、農業工学者と生

態学者あるいは博物学者および整備事業現場の技術者による協働体制をとった経緯がある。そ

こで、自然環境に配慮した整備事業が農村生態系（実際は農生物多様性が対象であった）の保

全あるいは再生に対して、どの程度の効果をもったのかについて、忌憚のない総括が為される

べきであろう。ここでは、演者らが全国委員や県の委員あるいは現場担当者等として、とくに

西日本各地で行われた事業現場に携わった経緯から、農生態学を専門領域にもつ基礎生態学の

視点からの事業の事後評価の良かった点、悪かった点について、配慮対象の生物群、生態系構

成要素、手法と言った諸点から考察し、本事業の事後評価・総括の一資料を提供したいと思う。 

 なお、本講演に先立ち、今回発表者としてお名前を挙げることのできなかった各地区の研究、

技術者、国・県・市町村の行政者、現場の方々や農村集落の諸氏に深謝に意を表したい。 

２. 農村生態系の評価対象となる生物群のモニタリング    

表１には、本事業で行われた各地の事例の中で、自然環境に配慮した整備事業の対象とな

る農村生態系を評価するために、どのような生物種あるいは生物群集が配慮対象種となったか

を整理すると、以下の４つに類型化が考えられた。 

 １）多くの場合、単独種の地域個体群の一部 

 ２）絶滅が心配されている地域個体群（ＲＤＢ種） 

 ３）１）・２）の餌生物あるいは共生関係の複数種の個体群をも含む群集 

  ４）上記に加え、普通種も対象に加え共存系も加味した群集 

  事業発足当初は、一部の希少種や絶滅の心配される種（環境省あるいは県のＲＤＢ種）に

対象が限定されていたが、年度を重ねるごとに、配慮すべき対象種が増えていく事業がいくつ

か見られた。その理由としては、ある１種の地域個体群を保全するためには、その餌資源であ

るとか、ファシリテイションする種であるとか、複数の他種の存在が必要になるからである。

また、ある種を保全するために、ＲＤＢ種でなくても、似た生活史やハビタットで生活する種

を配慮種に挙げた場合もあった（特に山口県の事例）。しかしながら、全体的に振り返ると、配

慮すべき種の選定は、その理由が必ずしも明確ではなく、ＲＤＢ種や希少種の偏重主義の傾向

は強かった。「ＲＤＢ種を保全すれば、種多様性も保全できるかどうか」という命題は、そもそ

も生物学的な論理性・実証性はないとされているので、今後は配慮すべき対象種の選定には多

くの課題を残している。 



表１ 西日本各地区における田園生態工学の事例と生態系の配慮対象と手法           

地区（県名）  対象生物群           対象生態系構成要素   配慮手法     

岐阜   ﾒﾀﾞｶ・ﾔﾘﾀﾅｺﾞ・ｱﾌﾞﾗﾎﾞﾃ・ｲｼｶﾞｲ・ﾎﾀﾙ等   水路系          修復         

三重   ｶｽﾐｻﾝｼｮｳｵｳ・ﾎﾄｹﾄﾞｼﾞｮｳ          ため池・水路系       回避・移植 

奈良   ﾀﾞﾙﾏｶﾞｴﾙ                 水路系・水田       移植 

滋賀   ｲｼｶﾞｲなど淡水貝類            水路系          修復 

兵庫  ﾐｽﾞｱｵｲ他、ﾄﾞｼﾞｮｳ・ﾒﾀﾞｶ等魚類        水路系                修復 

    畦のり面植生                     畦のり面          修復・保全  

    ﾋﾒﾀｲｺｳﾁ・ﾏﾂｶｻｶﾞｲ              水路系              修復・移植 

    ﾀｶﾞﾒと両生類                水路・水田系      保全・修復      

鳥取  ﾒﾀﾞｶ                     水路系                修復 

島根  ｵｵｻﾝｼｮｳｳｵ                      水路系         修復  

    ﾄﾞｼﾞｮｳほか止水性動物                 水田・水路系     修復・移植  

山口  ﾀｶﾞﾒ・ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ・ﾄﾉｻﾏｶﾞｴﾙ・ﾄﾞｼﾞｮｳ 

ｲｼｶﾞﾒ、ﾀｲｺｳﾁ、ｶﾞﾑｼ、ﾆﾎﾝｱｶｶﾞｴﾙなど         水路・止水域     修復・移植・回避  

徳島  ｵｵｳﾅｷﾞ                       水路―河川系      修復  

高知  ﾒﾀﾞｶ                        ため池                修復 

大分  ﾀｺﾉｱｼ・ｺｶﾞﾀﾉｹﾞﾝｺﾞﾛｳほか               水田・水路・ため池 修復・回避・保全  

 

３．配慮の対象となる生態系構成要素 

生物種の地域個体群や群集の保全に配慮するためには、生活を全うさせるための生息地

（habitate）や環境要素（景観）に実際は配慮を行うことになる。農村における環境要素の内

訳は、以下のものが実際に配慮対象になっていた。多くは水路系の事例で、本田は少なかった。 

１）水路、２）ため池、３）畦ののり面、４）止水環境（ビオトープの造成） 

 ５）本田、６）上記のネットワーク系 

４. 配慮の方法 

最後に、生物群とその生息環境の構成要素に対する配慮方法も様々である。ここでは配慮

の指針にある「保全・回避・修復・移植」という分類で、配慮方法についても検討を加えた。 

保全・回避はごく少数例あったが、多くの場合工事に伴う移植による修復が主流を占めた。こ

れは風土性や予防原則の重要性を指針とした生態学者による再生事業指針(2005)とはまだまだ

厚い壁がある。個体群移住のソースを残すためにも、保全・回避は重要であるはずである。 

５. 生態学の基礎から観た総括と展望 

  生態学者が大切にする学理はいくつかあるが、80年の歴史を有する近代生態学（Ecology）

の基礎からすれば、以下の３点を指摘できる。（１）生物種個体群や群集の状態（分布と数と関

係性など）をいきなり、還元主義的な化学的、物理的環境要因と結びつけるのは科学的なアプ

ローチの仕方として誤解を生みやすい（日鷹 2007）。（２）また近年の成果からは、たとえば、

key-stone種のような生物間の相互作用により個体群や群集のあり方が決定づけられるもので

もないらしい。（３）環境変動に対して常に適応して行動・繁殖している地域個体群に対して、

施された配慮は生息地ネットワークの時・空間的に断片的なものでしかなかった。 

結局は、ダイナミックに変動している多種多様な種、地域個体群あるいは個体について、

綿密で冷徹な観察・記録・事象分析の絶え間ないﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸが常に重要である（日鷹 2004）。

確かで地道な生物ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ第一であることを提唱したい。そう云えば、Elton(1927)は、

“Ecology”を“Scientific Natural History”と生態学の創成期に定義しているのである。 
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